
 
 

 

 

 

令和３年度消費生活ｅモニター 
 

 第７回アンケート集計 

 

１ 調査趣旨 

  SDGs とは、貧困、紛争、テロ、気候変動など、様々な社会的課題の解決に向けて、「誰一人

取り残さない」をキーワードに 2030 年までに達成すべき１７のゴールが定められた持続可

能な開発目標のことで、2015 年 9 月の国連サミットで採択されたものです。国や地方公共

団体、企業、消費者等が連携・協働し、取り組みを進めていくことが必要とされています。 

昨年度、消費生活ｅモニターを経験された令和３年度消費生活ｅモニターを対象に、その後

の SDGｓに関する取り組みの実態と意識について調査し、今後の行政の参考資料とさせてい

ただきます。 

 

２ 調査事項 

「SDGs（持続可能な開発目標）について」 

 

３ 調査対象 令和３年度消費生活ｅモニター ２７名 

（回答者数２２名・回収率８１％） 

 

４ 調査方法 市ホームページの回答フォームによる 

 
●集計結果について、四捨五入の結果や複数回答 

の集計によるため、合計が 100%とならない 
場合があります。 

●調査結果中の「回答者数」は「調査対象者」 
から「未提出者」を除いた数としました。 

●自由回答、その他意見は一部抜粋。 
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～ SDGs （ 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ） に つ い て  
 
設問１ １ 年 前 と 比 べ て SDGｓ に ど の 程 度 関 心 が あ り ま す か ？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問２ SDGｓ に つ な が る 行 動 を し た い と 思 い ま す か ？  

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

設 問 ３  設 問 ２ で 「 そ う 思 う 」 又 は 「 ど ち ら か と い え ば そ う 思 う 」 と 回 答 し た 方 に お

聞 き し ま す 。 そ の 理 由 は 何 で す か ？ も っ と も 近 い も の を お 選 び く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 問 ４  設 問 ２ で「ど ち ら か と い え ば そ う 思 わ な い 」又は「思わない」と回答した方にお聞き

まします。そ の 理 由 は 何 で す か ？ も っ と も 近 い も の を お 選 び く だ さ い 。  
 

     ５ 何をしたらよいかわからない １％ 

 

１ そう思う 45%

２ どちらかといえば

そう思う 50%

４ まったく関心がない

5％

１ 環境問題の解決に

協力したい 33%

２ 社会の不平等を改善

したい 3%

３ 子どもたちにより

良い世界を残したい

48%

４ 価値観やライフスタイ

ルの多様化に伴い、共通

認識が必要 10%

１ 非常に関心がある

32%

２ 少し関心がある

59%

３ あまり関心がない 4%

４ まったく関心がない 5%
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設 問 ５  SDGｓ の １ ７ の 目 標 の う ち 、 御 自 身 で 貢 献 で き て い る と 感 じ ら れ る も の は ど

れ で す か ？ （ 複 数 回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5%

9%

27%

5%

27%

14%

18%

23%

5%

14%

36%

36%

23%

23%

18%

9%

9%

18%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

【１】貧困をなくそう

【２】飢餓をゼロに

【３】すべての人に健康と福祉を

【４】質の高い教育をみんなに

【５】ジェンダー平等を実現しよう

【６】安全な水とトイレを世界中に

【７】エネルギーをみんなにそしてクリーンに

【８】働きがいも経済成長も

【９】産業と技術革新の基盤をつくろう

【10】人や国の不平等をなくそう

【11】住み続けられるまちづくりを

【12】つくる責任つかう責任

【13】気候変動に具体的な対策を

【14】海の豊かさを守ろう

【15】陸の豊かさも守ろう

【16】平和と公正をすべての人に

【17】パートナーシップで目標を達成しよう

貢献できると感じられるものはない
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設 問 6 SDGｓ の １ ７ の 目 標 の う ち 、こ れ か ら 貢 献 で き る と 感 じ ら れ る も の は ど れ で す

か ？ （ 複 数 回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%

14%

18%

14%

27%

14%

23%

14%

5%

18%

36%

36%

23%

18%

14%

9%

9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

【１】貧困をなくそう

【２】飢餓をゼロに

【３】すべての人に健康と福祉を

【４】質の高い教育をみんなに

【５】ジェンダー平等を実現しよう

【６】安全な水とトイレを世界中に

【７】エネルギーをみんなにそしてクリーンに

【８】働きがいも経済成長も

【９】産業と技術革新の基盤をつくろう

【10】人や国の不平等をなくそう

【11】住み続けられるまちづくりを

【12】つくる責任つかう責任

【14】海の豊かさを守ろう

【15】陸の豊かさも守ろう

【16】平和と公正をすべての人に

【17】パートナーシップで目標を達成しよう

貢献できると感じられるものはない
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設 問 7 設 問 ５ で 、「 貢 献 で き て い る 」 と 感 じ る 目 標 を 選 ん だ 方 に お 伺 い し ま す 。 SDG

ｓ の １ ７ の 目 標 に 貢 献 す る こ と で 、 御 自 身 や 御 家 族 の 生 活 に ど の よ う に 変 わ

り ま し た か ？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 問 8 設 問 7で「 良 く な っ た 」又 は「 少 し 良 く な っ た 」と 回 答 し た 方 に お聞きまします。

そ の 理 由 を ご 記 入 く だ さ い 。（ １ ５ ０ 字 以 内 ）  

 

・人々が関心を持つようになったと思う。 

・関心を持ち、家族各々が考えて行動するようになってきている。 

・少しだけ、平和で穏やかな生活を感じる。 

 

設 問 9 設 問 7で「 悪 く な っ た 」又 は「 少 し 悪 く な っ た 」と 回 答 し た 方 に お聞きまします。

そ の 理 由 を ご 記 入 く だ さ い 。（ １ ５ ０ 字 以 内 ）  

 

・「悪くなった」又は「少し悪くなった」の回答はなかった。 

 

設 問 10 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 達 成 に 向 け て 、 市 内 の 取 組 を 推 進 し て い く た め に 、 川 崎 市 で は ど

の よ う な 取 組 が 必 要 で 効 果 的 だ と 思 い ま す か ？ （ 複 数 回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 少し良くなった 32%

３ 変わらない 68%

１ 企業や団体、研究

機関との連携 22%

２ 企業や団体、研究

機関に対する支援

22%３ 公共施設等での

啓発イベント 18%

４ インター

ネットやSNSで

の啓発 5%

５ 学校、地域、事業所

などのおける意識啓発

の推進 31%

６ その他 2%
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設 問 11 「 消 費 者 市 民 社 会 」 と は 、 消 費 者 一 人 ひ と り が 自 分 達 の こ と だ け で な く 、 地

域 や 将 来 生 ま れ て く る 世 代 、社 会 や 経 済 、地 球 環 境 の こ と を 考 え て 消 費 生 活 を

行 い 、 よ り 良 い 社 会 を 作 る た め に 積 極 的 に 参 画 す る 社 会 で す 。「 消 費 者 市 民 社

会 」を 目 指 す こ と は 、SDGｓ の 目 標 達 成 に 繋 が る と 考 え ま す 。消 費 者 行 政 セ ン

タ ー で は 、消 費 者 市 民 社 会 の 考 え 方 や 具 体 的 な 事 例 に つ い て 、わ か り や す く 市

ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 紹 介 し て い ま す が 、 ご 存 知 で し た か ？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 問 12 よ り 多 く の 人 が 「 消 費 者 市 民 社 会 」 に つ い て 関 心 を 持 ち 、 理 解 を 深 め 、 行 動

す る た め に は 、 ど の よ う な 媒 体 で 啓 発 す る こ と が 効 果 的 だ と 思 い ま す か ？

（ ３ つ ま で 回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 の 内 容  

広告に頼らず、雇用として若年層に託し市としてのイノベーションを起こして欲しい。 

 

 

 

 

１ 知っている

14%

２ 聞いたことはある

が、よくわからない

41%

３ 知らない

45%

68%

18%
14%

50%

41%

23%

5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

広
報
誌
・
市
政
だ
よ
り

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

Y
o
u
T
u
b
e

広
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S
N
S

広
告

電
車
内
広
告

バ
ス
広
告

そ
の
他
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設 問 13 消 費 者 行 政 セ ン タ ー で は 、 身 近 な 暮 ら し の 問 題 に つ い て 学 ん で い た だ く た め

に 、 市 内 在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学 の 10人 以 上 の グ ル ー プ （ 任 意 ・ 地 域 団 体 、 企 業

、 学 校 等 ） を 対 象 に 、 御 希 望 に 応 じ て 講 師 を 無 料 で 派 遣 す る 出 前 講 座 「 く ら

し の セ ミ ナ ー 」 を 実 施 し て い ま す 。 ご 存 知 で し た か ？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 問 14 「 く ら し の セ ミ ナ ー 」 に は 、 小 学 生 か ら 高 校 生 向 け 、 親 子 講 座 、 一 般 ・ 高 齢

者 向 け の 講 座 が あ り ま す 。 SDGｓ 、 消 費 者 市 民 社 会 を も っ と よ く 知 る た め

に 、 ど の よ う な テ ー マ の 講 座 が あ れ ば 参 加 し て み た い で す か ？ （ ３ つ ま で

回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 知っている

18％

２ 聞いたことはあるが、

よくわからない

27%

３ 知らない

55%

消費者被害の防止

18％

食品リサイクル（生

ごみリサイクル・

フードドライブ等）

24%

地産地消・かわさき

そだち

19%

家族（親子）で学べる

SDGs講座

13%

家庭でできる地球

温暖化対策

23%

世界のサステナブ

ルな活動

6%
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設 問 15 消 費 者 行 政 セ ン タ ー で は 、 消 費 者 被 害 の 未 然 防 止 、 拡 大 防 止 の た め 、 リ ー フ

レ ッ ト や 啓 発 物 等 を 街 頭 キ ャ ン ペ ー ン な ど の イ ベ ン ト で 配 布 し 、 注 意 喚 起

を 行 っ て い ま す 。 ど ん な グ ッ ズ や ノ ベ ル テ ィ が あ れ ば 良 い と 思 い ま す か ？

（ ３ つ ま で 回 答 可 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 の 内 容  

グッズを制作する事自体がSDGsに相反するのではと思う。考えを普及するためにグッズの制作 

費をイベントや雇用に向けて、まずは興味を持って参加してもらえることに注力して欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36%

36%

23%

32%

45%

18%

18%

14%

9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

海洋プラスチックをリサイクルしたペン

環境に優しい素材のエコバック

バンブー（竹）素材を使った生活用品

間伐材使用の製品

環境に配慮した洗剤

ポケットティッシュ

絆創膏

夏場のうちわ等エネルギー消費に貢献できるもの

その他
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設 問 16 消費生活ｅモニターを経験して、SDGｓに関する行動や考え方、取り組みはどのように変

わりましたか？御意見等を自由に御記入ください。（一部抜粋） 

 

・知識に乏しかったが、内容を確認することが出来た。世界で飢えている人に申し訳ないと思い、 

食品ロスには気をつけている。 

・これまで以上に意識するようになった。 

・以前から節約志向であったため、特に変わりはない。 

・自身の SDGs に関する行動や考えについては変わりなく、自分でできることを行なっていきた

い。 

・私の行動変容は小さなものだが、夫や子供にも意識づけすることができたことはよかったと思

う。なにも知らないより、まずは知ることが大事だと思った。 

・定年退職後に、社会的な意識が薄れてしまわないように、繋がりを持ちたいと、消費生活モニタ

ーや消費生活サポーターのセミナーに参加をしている。 

個々で地域での清掃活動や、ゴミ収集に伴う当番制の掃除や、ポイ捨て禁止の喚起等を行って 

   いる。市民生活で、一人一人がもう少し気を配れば、街も綺麗になり、住みやすい場所になる 

   のではないかと、常々思っている。 

・知識は深まったが上手く説明は出来ない。 

リユースしてもらえそうなものは保管して、その後捨てるということをせずに売ったりあげたり 

するようになった。 

・地域における SDGs の取り組み、川崎市の立ち位置と、施策を知ることで、今後、わずかながら

自分の行動意識にも変化がありそうだ。自分自身の知識の少なさ、普段の生活における情報感度

の低さを実感するとともに、自分の行動を振り返り見直す契機となり、大変貴重な経験になっ

た。 

・日々の活動等には影響はないが、テレビや新聞などで SDG s について取り上げられているもの 

について、より興味深く見るようになった。 

 

 


